
人の暮らしや産業界の縁の下で使命を果たす
全
国
管
工
機
材
商
業
連
合
会
創
立
周
年
記
念
企
画

　
は
し
も
と
・
ま
さ
あ
き
　

年

昭

東
大
院
工
学
系

研
究
科
機
械
工
学
修
了
。

年
橋
本
総
業
社
長
。

年
東
京

管
工
機
材
商
業
協
同
組
合
理
事
長
に
就
任
。
著
書
に
は

な

ぜ
、
わ
た
し
た
ち
は
老
舗
管
材
商
社
と
な
っ
た
の
か

ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
社
刊

が
あ
る
。
東
京
都
出
身
、

歳
。

　
２
０
１
１
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
日
本
列
島
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
政
府

国
土
交
通
省

は
即
座
に

万
戸
の
仮
設
住
宅
建

設
を
検
討
。
資
・
機
材
の
生
産
や
納
期
状
況
を
把
握
す
る
た
め
管
工
機
材
の
卸
業
界
で
組
織
す
る
全
国
管
工
機
材
商
業
連
合
会

管
機
連
、
東
京
都
千
代
田

区
、
０
３
・
３
８
６
６
・
９
５
４
３

に
対
応
協
力
を
求
め
た
。
管
機
連
は
製
品
メ
ー
カ
ー
や
工
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
に
向
け
た
供

給
体
制
を
整
備
。
災
害
復
旧
対
応
や
事
業
継
続
計
画

Ｂ
Ｃ
Ｐ

に
管
工
機
材
流
通
が
重
要
な
役
目
を
果
た
し
た
場
面
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
年
創
立

周
年
を
迎
え
た
管
機
連
の
一
瀬
克
彦
会
長
と
、
橋
本
政
昭
副
会
長

東
京
管
工
機
材
商
業
協
同
組
合
理
事
長

に
組
織
の
活
動
内
容
お
よ
び
人
材
育
成
な
ど

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
い
た
。

変
革
し
社
会
ニ
ー
ズ
に
対
応

関
連
業
、
官
公
庁
と
連
携
強
化

一瀬克彦氏会長全国管工機材商業連合会

橋本政昭氏副会長全国管工機材商業連合会

６
テ
ー
マ
柱
に
発
展
目
指
す

組
織
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
も

　
い
っ
せ
・
か
つ
ひ
こ
　

年
一
ノ
瀬
社

長
。

年
春
の
褒
章

藍
綬

を
受
章
。

年
全
国
管
工
機
材
商
業
連
合
会
会
長
に
就

任
。
「
縁
の
下
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
だ
が
快

適
な
暮
ら
し
の
た
め
に
は
大
事
な
所
だ
」
と

訴
え
る
。
大
阪
府
出
身
、

歳
。

連
合
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

工・製・販の協調
適正利潤の確保
取引改善の徹底
連合会認識の高揚
環境保全の推進
全国管工機材商業連合会

一、
一、
一、
一、
一、

　　
　　

　
―
管
機
連
の
組
織
お
よ
び
加

盟
会
員
の
状
況
は
。

　
一
瀬
　
現
在
、
東
京
・
大
阪

・
愛
知
・
京
都
・
神
奈
川
・
静

岡
・
長
野
・
青
森
・
岐
阜
・
山

梨
・
埼
玉
・
茨
城
・
千
葉
の

地
域
の
管
工
機
材
商
組
合
が
加

盟
し
て
い
る
。
傘
下
の
組
合
員

企
業
は
６
８
０
社

年
３
月

現
在

。
特
別
会
員
１
社
と
協

賛
会
員

社
を
加
え
、
管
工
機

材
卸
業
者
を
中
心
に
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
し
て
い
る
。

　
―
組
織
化
さ
れ
て
な
い
地
域

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
一
瀬
　
東
日
本
大
震
災
を
経

験
し
、
大
地
震
や
災
害
が
い
つ

ど
こ
で
起
き
て
も
お
か
し
く
な

い
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し

た
。
全
国
を
見
渡
す
と
北
海
道

か
ら
九
州
ま
で
、
ま
だ
組
織
さ

れ
て
い
な
い
地
域
や
、
加
盟
し

て
い
な
い
団
体
が
あ
る
。
未
組

織
地
域
で
の
組
織
化
も
精
力
的

に
進
め
て
い
る
。
未
加
盟
の
団

体
に
は
管
機
連
へ
の
加
盟
を
案

内
し
て
い
る
。
ま
た
特
別
会
員

と
し
て
個
別
企
業
で
の
入
会
も

勧
め
て
い
る
。
管
機
連
や
各
地

区
団
体
へ
の
加
入
を
啓
発
し
会

員
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。
一

般
社
団
法
人
と
し
て
全
国
で
の

組
織
を
強
化
し
活
動
の
拡
充
、

業
界
の
変
革
を
さ
ら
に
加
速
さ

せ
て
い
く
つ
も
り
だ
。

　
―
活
動
の
拡
充
や
業
界
変
革

へ
の
取
り
組
み
と
は
。

　
一
瀬
　
管
機
連
に
加
盟
し
て

い
る
こ
と
で
、
加
盟
組
合
が
中

央
官
庁
と
情
報
や
意
見
の
交
換

を
す
る
機
会
が
増
え
る
。
震
災

対
応
や
事
故
防
止
を
図
っ
て
い

く
た
め
に
も
行
政
と
協
力
し
連

携
す
る
こ
と
は
必
要
だ
。
緊
急

時
に
お
け
る
広
域
で
の
連
絡
体

制
や
連
携
を
視
野
に
情
報
や
物

流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
・

普
及
を
急
ぎ
た
い
。
情
報
を
得

ら
れ
な
い
空
白
地
域
を
少
し
で

も
な
く
す
た
め
任
意
団
体
へ
は

管
機
連
が
情
報
を
発
信
し
て
い

く
。
そ
の
備
え
と
し
て
も
各
地

域
で
の
組
織
化
を
啓
発
し
普
及

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日

ご
ろ
か
ら
情
報
を
共
有
し
つ
な

が
り
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
る
。
同
時
に
将
来
を
見
据

え
て
業
界
の
標
準
化
や
Ｉ
Ｔ

化
、
人
材
育
成

な
ど
業
界
変
革

も
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
昨
年
に

は
岐
阜
組
合
や
千
葉
組
合
が

「
災
害
時
に
お
け
る
資
材
提
供

に
関
す
る
協
定
書
」
を
地
区
工

事
組
合
と
締
結
し
た
。
こ
う
し

た
事
例
を
全
国
で
も
展
開
で
き

る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

　
―
関
連
業
界
や
団
体
と
の
連

携
を
今
後
、
ど
の
よ
う
に
図
っ

て
い
く
の
か
聞
か
せ
て
下
さ

い
。

　
一
瀬
　
全
国
管
工
事
業
協
同

組
合
連
合
会

全
管
連

や
各

地
区
の
管
工
事
工
業
協
同
組
合

を
は
じ
め
、
日
本
バ
ル
ブ
工
業

会
や
日
本
金
属
継
手
協
会
、
塩

化
ビ
ニ
ル
管
・
継
手
協
会
な

ど
、
他
の
業
界
や
団
体
と
も
一

層
協
力
し
情
報
の
共
有
化
を
推

進
し
て
い
く
。
断
水
や
爆
発
事

故
は
後
を
絶
た
な
い
。
水
回
り

の
設
備
や
空
調
機
な
ど
は
生
活

に
は
欠
か
せ
な
い
上
、
人
の
命

に
も
関
わ
る
。
工
場
で
も
バ
ル

ブ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
怠
れ
ば

爆
発
事
故
が
起
き
る
。
過
当
な

価
格
競
争
や
安
易
な
コ
ス
ト
削

減
で
安
全
を
損
な
う
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
ガ
ス
管
や

鋼
管
、
塩
ビ
管
な
ど
の
管
類
・

継
ぎ
手
・
バ
ル
ブ
な
ど
社
会
や

経
済
活
動
を
支
え
て
い
る
資
材

や
機
材
は
、
必
要
な
場
所
に
適

合
し
た
製
品
を
的
確
に
使
用
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管
工

機
材
を
扱
う
工
事
業
者
や
販
売

業
者
、
そ
し
て
我
々
卸
業
者
に

は
快
適
な
暮
ら
し
を
守
る
と
と

も
に
、
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
遂
行
の

た
め
に
も
事
故
を
事
前
に
防
止

し
て
い
く
社
会
的
責
任
が
あ

る
。

　
―
管
工
機
材
業
界
の
将
来
展

望
は
。

　
一
瀬
　
管
機
連
は
今
年
創
立

周
年
の
節
目
に
あ
た
り
多
く

の
先
輩
方
の
ご
努
力
で
多
様
の

事
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
１
９

７
２
年
の
「
統
一
契
約
書
」
制

定
や

年
の
「
商
品
別
運
賃
比

率
表
」
の
作
成
、

年
の
「
取

引
改
善
に
関
す
る
指
針
」
の
採

択
な
ど
。
全
国
の
各
管
工
事
業

組
合
と
協
力
し
「
災
害
時
に
お

け
る
資
材
提
供
に
関
す
る
協
定

書
」
の
作
成
も
着
実
に
実
行
し

て
い
る
。
今
後
、
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
は
変
わ
る
。
高
齢

化
に
と
も
な
う
住
宅
設
備
や
規

制
も
変
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

管
工
機
材
業
界
が
関
係
す
る
市

場
は
５
兆
円
を
超
え
る
規
模
。

社
会
的
な
役
割
も
重
く
将
来
性

の
あ
る
業
界
と
い
え
る
。
次
の

時
代
に
対
応
す
る
た
め
に
も
若

い
人
た
ち
の
力
は
必
要
だ
。
環

境
へ
の
対
応
や
快
適
な
暮
ら
し

の
維
持
、
工
場
の
安
全
確
保
な

ど
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
を
と
も
に

支
え
て
も
ら
い
た
い
。
昨
年

月
に
は
東
京
管
工
機
材
商
業
協

同
組
合
の
創
立

周
年
記
念
式

典
が
あ
っ
た
。
行
政
や
関
係
業

界
、
関
連
企
業

・
団
体
な
ど
多

く
の
方
が
出
席

さ
れ
、
あ
ら
た

め
て
当
業
界
の

つ
な
が
り
の
広
さ
を
認
識
し

た
。

　
―
橋
本
副
会
長
は
東
京
管
工

機
材
商
業
協
同
組
合
理
事
長
を

兼
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
橋
本
　
創
立

周
年
の
記
念

式
典
は
過
去
最
大
規
模
の
記
念

式
典
と
な
っ
た
。
東
京
都
を
は

じ
め
関
係
諸
機
関
、
団
体
か
ら

総
勢
４
５
０
人
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。

社
会
へ
の
貢
献
と
役
割
、
責
任

の
重
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も

に
、
式
典
の
あ
い
さ
つ
で
は
日

本
が
抱
え
て
い
る
課
題
と
し
て

「
環
境
・
省
エ
ネ
」
「
健
康
・

快
適
」
「
安
全
・
安
心
」
「
地

域
活
性
化
」
「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
」
「
Ｉ
Ｔ
活
用
」
の
６
項
目

を
取
り
上
げ
た
。
そ
し
て
こ
れ

を
東
京
管
工
機
材
商
業
協
同
組

合
が
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
に

位
置
付
け
た
。
管
工
機
材
業
界

に
と
っ
て
た
い
へ
ん
関
連
の
あ

る
課
題
だ
。
日
本
は
大
き
な
変

革
の
流
れ
の
中
に
あ
り
、
管
工

機
材
卸
業
界
も
大
き
な
変
革
を

求
め
ら
れ
て
い
る
。
六
つ
の
テ

ー
マ
を
柱
に
管
工
機
材
卸
業
界

の
変
革
と
発
展
、
社
会
的
役
割

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
つ
も

り
だ
。

　　
　　

　
―
東
京
都
で
は
何
か
特
別
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
橋
本
　
東
京
都
は
行
政
や
企

業
の
本
社
機
能
、
人
口
な
ど
の

集
積
地
で
も
あ
る
。
将
来
の
課

題
か
ら
災
害
へ
の
備
え
ま
で
先

進
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
東
京
都
で
は

年
も
以
前
か
ら
地
震
対
策
を

進
め
、
詳
細
か
つ
精
緻
な
緊
急

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
準
備
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
住
宅
な
ど
の

水
道
蛇
口
を
全
戸
に
渡
っ
て
調

べ
、
緊
急
時
に
工
事
を
担
当
す

る
業
者
か
ら
資
材
供
給
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
ま
で
取
り
決
め
て
い

る
。
管
工
事
組
合
、
管
工
機
材

商
も
そ
の
動
き
に
同
調
。
東
日

本
大
震
災
以
降
、
厚
生
労
働
省

と
日
本
水
道
協
会
、
全
管
連
は

新
し
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

た
。
全
管
連
で
は
水
害
や
災
害

時
に
お
け
る
レ
ン
タ
ル
機
材
や

資
材
の
供
給
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
各

地
区
で
作
成
す
る
よ
う
指
示
。

管
機
連
と
し
て
も
地
区
ご
と
に

対
応
し
て
い
く
。
災
害
直
後
の

対
応
に
つ
い
て
は
東
京
に
限
ら

ず
全
国
各
地
区
で
も
取
り
組
む

べ
き
テ
ー
マ
は
同
様
だ
と
考
え

る
。

　
―
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
に
地
域

の
活
性
化
が
あ
り
ま
す
。

　
橋
本
　
地
域
活
性
化
の
た
め

の
施
策
の
ひ
と
つ
が
中
古
住
宅

の
流
通
と
リ
フ
ォ
ー
ム
だ
。
こ

れ
は
管
工
機
材
業
界
に
と
っ
て

特
に
関
係
が
深
い
。
住
宅
の
省

エ
ネ
化
や
耐
震
対
策
、
高
齢
化

対
策
な
ど
法
制
度
も
変
わ
っ
て

い
く
。
今
後
の
政
策
に
よ
っ
て

住
宅
や
設
備
は
大
き
く
変
化
し

て
い
く
と
言
え
る
。
新
築
住
宅

は
今
後
年
間
で
約

万
戸
の
需

要
が
あ
り
、

年
に
は
約

兆

円
の
市
場
が
予
測
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
、
中
古
住
宅

の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
市
場
は
今
の

約
２
倍
の

兆
円
と
言
わ
れ
、

中
古
住
宅
の
流
通
と
リ
フ
ォ
ー

ム
が
新
築
と
並
び
大
き
な
市
場

に
成
長
す
る
。
我
々
の
業
界

は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
と
も
密

接
な
関
係
に
あ
り
、
積
極
的
に

取
り
組
む
責
任
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
さ
ら
に
環
太
平
洋
連

携
協
定

Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
伴
う
農

業
の
改
革
、
医
療
分
野
の
改

革
、
Ｉ
Ｔ
化
な
ど
他
に
も
対
応

す
べ
き
課
題
は
多
い
。
未
来
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
も
国

の
指
針
や
施
策
に
対
応
で
き
る

よ
う
業
界
も
変
革
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
―
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
の
変

革
と
は
。

　
橋
本
　
世
の
中
に
は
変
え
る

べ
き
も
の
と
変
え
て
は
い
け
な

い
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
日
ご
ろ
か
ら
備
え
が
で
き

て
い
る
か
ら
緊
急
の
事
案
へ
も

対
応
で
き
る
。
会
員
に
な
っ
て

普
段
か
ら
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
管

機
連
は
国
の
指
針
に
応
じ
て
昨

年

月
に
都
内
で
「
住
宅
の
省

エ
ネ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

た
。
国
交
省
の
省
エ
ネ
プ
ラ
ン

に
沿
っ
た
も
の
だ
。
場
所
の
提

供
や
会
員
へ
の
案
内
な
ど
の
運

営
業
務
は
東
京
管
工
機
材
商
業

協
同
組
合
が
担
当
し
た
。
住
宅

関
連
設
備
の
事
業
者
や
職
人
さ

ん
に
は
た
い
へ
ん
役
に
立
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
中
央
の
官
公

庁
と
の
情
報
や
意
見
の
交
換
、

指
針
に
準
じ
た
取
り
組
み
は
管

機
連
と
い
う
組
織
だ
か
ら
こ
そ

で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
今
後
も

交
流
の
幅
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ６月６日 木曜日 　　


